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コントロールパネル　　　　　　  　   　　　　
■フロントパネル

マスター出力の音量 ヘッドフォン出力の音量 メトロノームスピードの調整 FX グループ 1 に送る信号量
の調整 (FX 1 ボタンがOFF の
時は機能しません。)

FX グループ 2 に送る信号量
の調整 (FX 2 ボタンがOFF の
時は機能しません。)

FX グループ 1の ON/OFF

レコーディング機能用ボタン 
( 使用には USB フラッシュメ
モリが必要です。)

ソング機能用ボタン
( 使用には USB フラッシュメ
モリが必要です。)

再生 / 停止用ボタン
( 使用には USB フラッシュメ
モリが必要です。)

FX グループ 2の ON/OFF マルチファンクションボタン 様々なパラメーター調整と確
定 ( 回すと調整、押すと確定 )

出力信号のミュート
(OUTPUT とヘッドフォンア
ウトが含まれます。)

ドラムサウンドの選択
( どのモードにいてもドラム
選択画面が表示されます。)

メトロノームのON/OFF



5

コントロールパネル　　　　　　  　   　　　　
■トップパネル

外部オーディオ用
3.5mmステレオジャック

外部キックパッド接続用端子 外部ハイハットコントロール
接続用端子

外部トリガー接続用端子 5-DIN MIDI 入力

5-DIN MIDI 出力

電源ボタン

USB フラッシュメモリ、また
は Bluetooth® モジュール接
続用端子

USB AUDIO/USB MIDI 端子 付属アダプター接続端子

ヘッドフォン用
3.5mmステレオジャック

6.35mm L（MONO)
出力ジャック

6.35mm R(STEREO)
出力ジャック
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オーディオデバイスの接続　　　  　   　　　　

スマートフォンや
MP3 プレーヤーを接
続します。

ヘッドフォンを接続し
ます。

アンプに接続します。

DM-8 モジュールを
　接続します。

コンピュータを
接続します。

USB フラッシュメモリ
やBluetooth®モジュー
ルを接続します。

付属の電源アダプター
を接続します。

シンセサイザーなど
を接続します。

キックパッドを
接続します。

ハイハットコント
ロールを接続しま
す。

ドラムパッドやシン
バルなどを接続しま
す。
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スクリーンについて　　　　　　  　   　　　　

10段階でベロシティの
強さを表示します。

USB フラッシュメモリの接続
ステータスを表示します。

メトロノーム機能の設定に
入ります。

メニューを表示します。 エフェクトの設定に
入ります。

メモリロックの状態を
表示します。

レコーディングステータスを
表示します。

メトロノームのスピードを表
示します。

現在叩いている
PADの名称を表示します。

Bluetooth® 接続ステータス
を表示します。

USB 接続ステータスを
表示します。
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演奏準備　　　　　　　　　　　  　   　　　　

トーンオペレーション　　　　　  　   　　　　

電源ON/OFF 使用方法

1. MASTER および PHONES ノブを絞り切り
　ます。
2. 外部アンプの音量を下げます。
3. DP-2000 の POWER スイッチを押して、電
　源をONにしてください。
*DP-2000 の電源投入時に微弱なサウンドが
発生する場合がございますが、これは故障な
どではございません。

1. アンプの音量を下げ、先に電源を切ってく
　ださい。
2. DP-2000 の電源をOFF にします。

パッドの中心を叩くことで最良の結果が得ら
れます。ベストポジションは各パッドの中心
70mm以内です。

■電源を入れる

■電源を切る

電源投入後、KITボタンを押すとKIT モード
になります。

VALUE/ENTER ノブを回して、使用したいサ
ウンドを選択します。

どのモードに入っている場合でも、KIT ボタ
ンを押すことで、KIT モードに入ることが可
能です。

トーンを選択する

トーンオーバーオールスイッチ
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エフェクトセンドの操作方法(EFX) 　   　　　　

メトロノーム　　　　　　　　　  　   　　　　

メイン画面上で、F3 ボタンを押すことで、
EFX モードに入ることが可能です。

1. このモードでは、▲▼キーでエフェクトを
　選択し、VALUE ノブを使用して、FX 1 ま
　たは FX 2 グループにアサインするかしな
　いかを選択します。

2. アサインが決定したら、FX 1/FX 2 ボタン
　を押して点灯させ、FX 1/FX 2 ノブでセン
　ド量を調整します。

●複数のエフェクトを同じグループにアサイ
　ンし、調整することができます。
●アサインしたエフェクトをMENU内
　EFFECTで「ON」に設定してください。
　ONにしないとアサインしてもエフェクトが
　使用できません。

■ EFX モードに入る

■エフェクトセンドの設定

■リズム設定に入る

■メトロノームを設定する

センド量を
調整します。

FXグループを
選択します。

メイン画面上で、F1 ボタンを押すことで、
メトロノーム設定に入ることができます。

▲▼キーを使用してパラメーターを選択し、
VALUE ノブを使用して、パラメーターを調
整できます。

パラメーターコントロールテーブル
名称 範囲 備考
TEMPO 40 - 280 スピード
BEAT 1 - 9 ビート
RHYTHM 4 分 /8 分 /

16 分 / 三連符
ビートの種類

SOUND 1 - 6 メトロノーム
トーン

VOLUME 0 - 127 メトロノーム
音量

PAN L64 - R63 メトロノーム
パン
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ソング機能の操作方法　　　　　  　   　　　　
このモードは USB フラッシュメモリと組み
合わせて使用する必要があり、FAT32 また
は FAT16 でフォーマットされた USB フラッ
シュメモリのみに対応しています。また、
44.1kHz/16bit の WAV ファイルにのみ対応
しており、これらの要件を満たしていない場
合、この機能は使用できません。

■ディレクトリを作成する

■ソングモードに入る

■ソングモードの操作方法この機能を使用する前に、USB フラッシュメ
モリ内に ”SONG” というフォルダを作成し、
WAV フォーマットのファイルをこのフォル
ダに入れておく必要があります。

USB フラッシュメモリ内にWAVファイルが
存在しない、または SONG フォルダが無い
場合は、以下のような表示が出ます。

正常に USB フラッシュメモリが読み込まれ
ている際は、SONGボタンを押すことでフォ
ルダ内のトラックが表示されます。

USB フラッシュメモリを接続せずに SONG
ボタンを押すと以下のような表示が出ます。

VALUE ノブでトラックを選択し、PLAY/
STOP ボタンで再生 /停止ができます。
ソングモード内で F3 ボタンを押すと、
VALUE ノブを使用してボリュームの調整が
できます。
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レコーディング機能の操作方法　  　   　　　　
■レコーディングモードに入る ■録音を保存 /再生する

■レコーディングモードの設定■レコーディングを開始 /停止する

このモードは USB フラッシュメモリと組み
合わせて使用する必要があります。USB フ
ラッシュメモリを接続せずに REC ボタンを
押すと以下のような表示が出ます。

録音が完了したら、録音したトラックを再生
するか、保存するかを選択できます。
録音の保存を選択すると、USB フラッシュ
メモリの SONG フォルダに録音したトラッ
クが保存されます。

レコーディングモードでは、F2 ボタンを押
すことでレコーディング設定や録音リストを
表示できます。

● VOLUME SETUP は録音したトラックとド
　ラムパッドの音量バランスを調整する際に
　使用します。
● TRACK は、保存された録音トラックをリ
　ストで表示します。

レコーディングモードでは再度 REC ボタン
を押すことで、録音が開始されます。F3 ボ
タンを押すことで、録音を停止できます。

正常に USB フラッシュメモリが読み込まれ
ている際は、REC ボタンを押すことでレコー
ディングモードに入ります。

録音の保存

録音の再生
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レコーディング機能の操作方法　  　   　　　　

システムの操作方法　　　　　　  　   　　　　

TRACK 画面上では USB フラッシュメモリに
保存されている他のトラックも表示されま
す。そのため、これらの音楽に合わせて録
音を行うこともできます。TRACK 画面上で
REC ボタンを押すと、録音が開始され、レコー
ディングモードに戻ります。この際、再生さ
れている音楽も同時に録音されます。

また、TRACK 画面上で PLAY/STOP ボタンを
押すと USB フラッシュメモリに保存されて
いるトラックを再生することができます。任
意のトラックを再生してから、REC ボタンを
押し、録音を開始することで、再生したトラッ
クを同時に録音することが可能です。

ソングの再生

MENU に入り、VALUE/ENTER ノブを使用し
て、TRIGGER を選択します。VALUE/ENTER
ノブを押し込むとトリガーの設定に入りま
す。

この画面では、各パッドのセンシティビティ
( 感度 ) やその他のパラメーターを▲▼キー
および、VALUE ノブで調整できます。

トリガー
■トリガー設定に入る

■トリガーの設定を行う

パラメーターコントロールテーブル
名称 範囲 備考

PAD TYPE CYNBAL/
DRUM PAD

このパラメーターは
外部パッドやシンバ
ルが接続されたとき
のみ有効です。

SENSITIVITY 1 - 99 パッドの感度を調整
します

THRESHOLD 1 - 99 パッドがトリガーさ
れるしきい値を調整

します。
SCANTIME 1ms - 8ms トリガー信号の検出

時間を調整します。
MASKTIME 4ms - 64ms

時間を調整します。
CURVE LINEAR/EXP/

LOG/LOUND

-

RETRIG 
CANCEL

0 - 99 トリガー信号による
再トリガー量を調整

します。
XTALK 
CANCEL

0% - 80% クロスオーバー/クロ
ストークを調整しま

共振やパッド間の干渉により他のパッドからトリガー信号が
発生する事をクロスオーバー（クロストーク）といいます。
クロスオーバーが発生した場合、XTALK CANCELを調整しま
す。上げすぎると叩いた時の反応しにくくなる場合が有りま
すので少しずつ上げて調整します。

す。



13

システムの操作方法　　　　　　  　   　　　　

MENU に入り、VALUE/ENTER ノブを使用し
て、SOUND を選択します。VALUE/ENTER
ノブを押し込むとサウンドトーンの設定に入
ります。

このモードでは、それぞれのパッドを調整す
ることができます。

MENU に入り、VALUE/ENTER ノブを使用し
て、PAD SET を選択します。VALUE/ENTER
ノブを押し込むとパッドの設定に入ります。

▲▼キーを使用してパラメーターを選択し、
VALUE ノブを使用して、パラメーターを調
整できます。

サウンドセットを選択した後、編集するパッ

一つのパッドに強弱で切り替える事ができる
2つのサウンドを設定する事ができます。
この機能を使用したいパッドを叩きパッドを
選択します。LAYERSを選択し、VALUEノブを
押して機能をONに切り替えます。VALUEノブ
を回して音が切り替わる位置を設定します。
F3スイッチを押してページを移動し、PART1
に弱く叩いた時のサウンドを選択、PART2
に強く叩いた時のサウンドを選択します。

ドを叩きます。
▲▼キーを使用してパラメーターを選択し、
VALUE ノブを使用して、パラメーターを調
整できます。
選択したパッドにSWITCHボタンが表示され
た場合、このボタンを押すことで2つのサウン
ドから音色を選択する事ができます。

サウンドトーン レイヤー（LAYERS）

パッド

■サウンドトーン設定に入る

■サウンドトーン設定を行う

■パッド設定に入る

■パッド設定を行う

パラメーターコントロールテーブル
名称 範囲 備考
SOUND Drum/

Cymbals/
その他

トーンの選択を行い
ます。

PITCH -32 - 32 パート毎のトーンを
調整します。

LEVEL 1 - 127 パート毎の音量を
調整します。
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システムの操作方法　　　　　　  　   　　　　
パラメーターコントロールテーブル
名称 範囲 備考

DYNAMICS ON/OFF パッドのトリガーダ
イナミクスをON/OFF
出来ます。ONに設定
すると、10 レイヤー
のダイナミックトー
ンフィードバックが
得られます。OFF に
すると、パッドはデ
フォルトで最大トリ
ガー状態になります。

VELOCITY 1 - 127 ストライクパッドに
よってトリガーされ
る強さの値を調整し

ます。
PAN L64 - R63 L/R の PAN設定を行

えます。

HIT TO STOP ON/OFF ON：パッドを叩いた
後、音が鳴り終わる
前にもう一度パッド
を叩くと、音をすぐ
に止めます。 

OFF：パッドを叩いた
後、音が鳴り終わる
前にもう一度パッド
を叩くと、音が即座
に繰り返し鳴ります。

HH 
CONTROL

PAD1 - PAD8 外部 HHコントロー
ルが接続されたとき
にのみ表示されます。
HHコントロールで
どのパッドをコント
ロールするかを設定

できます。
HH 

SENSITIVITY
0 - 127 このパラメーター値

は、外部HHコント
ロールを接続した後
にのみ表示されます。
外部HHコントロール
の感度を調整するた
めに使用します。

MENU に入り、VALUE/ENTER ノブを使用し
て、EFFECTS を選択します。VALUE/ENTER
ノブを押し込むとエフェクトの設定に入りま
す。

任意のエフェクトを開いた後、再度 VALUE/
ENTER ノブを押し込むことでエフェクトの
ON/OFF が行えます。

エフェクト
■エフェクト設定に入る

■エフェクト設定を行う

※ コンプレッサーとEQはFXボタンにアサインすることは
　 出来ません。
※ FXボタンにアサインするエフェクトはONにしてください。
※ FXボタンにアサインしていないエフェクトはONにする
     と常時ONとなります。
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システムの操作方法　　　　　　  　   　　　　

MENU に入り、VALUE/ENTER ノブを使用し
て、KIT NAME を選択します。VALUE/ENTER
ノブを押し込むとキット名の設定に入りま
す。

MENU に入り、VALUE/ENTER ノブを使用し
て、RESET を選択します。VALUE/ENTER ノ
ブを押し込むとリセットの設定に入ります。

MENU に入り、VALUE/ENTER ノブを使用し
て、OPTION を選択します。VALUE/ENTER
ノブを押し込むとオプションの設定に入りま
す。

◀▶キーで文字の位置を選択し、VALUE ノ
ブを使用して文字を変更できます。

▲▼キーで行うリセット項目を選択し、
VALUE/ENTER ノブを押して決定します。

▲▼キーを使用してパラメーターを選択し、
VALUE ノブを使用して、パラメーターを調
整できます。

キット名

リセット

オプション

■キット名設定に入る

■リセット設定に入る

■オプション設定に入る
■キット名を編集する

■リセットを行う

■オプション設定を行う

パラメーターコントロールテーブル
名称 備考

RESET CURRENT PAD 現在選択されているパッドの
パラメーターを初期化します。

RESET CURRENT KIT 現在選択されているキットの
パラメーターを初期化します。

RESET ALL KIT 全てのキットのパラメーター
を初期化します。

RESET SYSTEM サウンドを除くすべてのシス
テム設定を初期化します。

RESET ALL 全てのパラメーターを初期化
し、工場出荷時の状態に戻し

ます。
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システムの操作方法　　　　　　  　   　　　　
パラメーターコントロールテーブル
名称 範囲 備考
TFT 

BRIGHTNESS
1 - 10 スクリーンの明るさ

を調整できます。

MIDI OUT 
CHANNEL

1 - 16 MIDI 出力のMIDI CH
を設定します。

MEMORY 
LOCK

LOCK/UNLOCK パラメーター変更を
自動保存するかど
うかを設定します。
LOCK 時は自動保存さ

れません。
BLUETOOTH OFF/AUDIO 

ON/MIDI ON/
BOTH ON

Bluetooth® の機
能を設定します。
Bluetooth® モジュー
ルが接続されている
時のみ有効です。

SYSTEM 
INFORMATION

- システムのバージョ
ンを表示します。

MENU に入り、VALUE/ENTER ノブを使用し
て、OUTPUT を選択します。VALUE/ENTER
ノブを押し込むとアウトプットの設定に入り
ます。

アウトプット
■アウトプット設定に入る

◀▶キーを使用してアウトプットモードを選
択します。

■アウトプットモードを選択する

MENU に入り、VALUE/ENTER ノブを使用
して、MIDI NOTE を選択します。VALUE/
ENTER ノブを押し込むとMIDI ノートの設定
に入ります。

このモードは USB フラッシュメモリと組み
合わせて使用する必要があります。
下記の要件を満たした USB フラッシュ
メモリ /WAV ファイルを使用してくださ
い。また事前に USB フラッシュメモリ内
に ”WAVIMPORT” という名前のフォルダを作
成してください。
●USB フラッシュメモリ
　- FAT32/FAT16 でフォーマットされたもの
●WAVファイル
　- 44.1kHz/16bit
　- ファイルの長さが 20秒以内
　- 名称がアルファベット表記
　- 合計サイズ 80MB、及び 80 ファイル以内

MIDI ノート

WAVファイル

■MIDI ノート設定に入る

▲▼キーを使用してパラメーターを選択し、
VALUE ノブを使用して、パラメーターを調
整できます。

■MIDI ノート設定を行う
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システムの操作方法　　　　　　  　   　　　　

MENU に入り、VALUE/ENTER ノブを使用し
て、WAV FILE を選択します。VALUE/ENTER
ノブを押し込むとWAVファイルの設定に入
ります。

■WAVファイル設定に入る

◀▶キー、および VALUE ノブでコンテンツ
を選択し、VALUE/ENTER ノブを押して決定
します。
単一、または複数ファイルの同時インポート
に対応しており、PLAY/STOP ボタンを使用
することでインポートしたファイルを再生で
きます。
インポートに成功したファイルは SOUND機
能のインターフェイスに表示され、任意の
パッドにアサインして演奏することができま
す。
また、下部の機能では、インポートしたファ
イルを削除することができます。
IMPORT A WAV リスト上では、USB フラッ
シュメモリ内のファイルを PLAY/STOP ボタ
ンで再生させることもできます。

■WAVファイル設定を行う

背面の USB-C（USB DISK / BLUETOOTH）端
子は、USB フラッシュメモリ /Bluetooth® モ
ジュール用の接続端子です。複数のモジュー
ルを同時に使用することはできませんので、
USB ハブなどを使用して USB フラッシュメ
モリと Bluetooth® モジュールを同時に接続
しないでください。Bluetooth® モジュール
を接続すると、スマートフォンやタブレッ
トデバイスなどから Bluetooth® 経由でオー
ディオを再生することができます。

DP-2000 のバックパネルには、”TRIGGER” 
”HH CTRL” ”KICK” という 3つの拡張接続端子
が備わっています。

TRIGGER 入力に接続した任意のシンバルま
たはパッドを叩き、メニュー下の TRIGGER
設定内の PAD TYDE から適切なパッドタイプ
を選択します。シンバルの場合は “CYMBAL 
“ を、ドラムパッドの場合は “DRUM PAD “ を
選択してください。

USB DISK/BLUETOOTH

セッティングを拡張する
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技術仕様　　　　　　　　　　　  　   　　　　
・ディスプレイ：TFT LCD カラースクリーン
・トーン：20プリセット（+ 20 ユーザープリセット）
・エフェクト：ディレイ、リバーブ、オーバードライブ、トレモロ、コンプ、マスター EQ
・パッド：8つのシングルゾーンパッド
・接続端子： USB(type-B), USB DISK/BLUETOOTH(type-C), 5-DIN MIDI IN, 5-DIN MIDI OUT,

TRIGGER IN(6.35mmフォン ), HH CTRL(6.35mmフォン ), KICK(6.35mmフォン ),
OUTPUT L/MONO(6.35mmフォン ), OUTPUT R(6.35mmフォン ), 
PHONES(3.5mmステレオ ), AUX IN(3.5mmステレオ ), DC IN 9V

・USB：WAVファイルインポート、USB Bluetooth®(NBT-1)、USB フラッシュメモリ
・サイズ：314 x 62 x 408 mm(W x H x D)
・重さ： 2.8 g

付属品
スティック, スタンド取付用ブラケット, 電源アダプター, NBT-1 Bluetooth モジュール,
6.35mmパッチケーブル
　※付属品や仕様は予告なく変更される場合があります。

製品保証

■万一、保証期間内(お買い上げ1年以内)に製造上の不備に起因する故障の生じた場合は、
    お買い上げ店を通じ弊社にこの保証書を添えてお申付け下さい

 

■必要事項が明記されていない場合は保証が実行されないことがございますのでご注意下
さい。なお、本書は再発行しませんので大切に保存していただけますようお願い申し上
げます。

免責事項について
下記の場合は保証の対象とならず、有償修理となりますのでご注意ください。
1） 本保証書がない場合、また、記載内容に不備がある場合
2） 取扱説明書に記載された内容以外の原因により不備が発生した場合
3） お買い上げ後の使用上の誤り、改造、輸送、移動、落下などによる故障及び損傷
4） 火災、地震、水害、落雷などの想定外の災害などによる故障及び損傷
5） 消耗品の交換
6） 日本国内以外での使用

●保証書に記載されている保証がすべてであり、この保証の外は、明示の保証・黙示の保証を
含め、一切保証しません。

●この取扱説明書で説明された以外の使い方によって生じた損害に関して、当社は一切責任を
負いません。

●接続機器との組み合わせによる誤作動などから生じた損害に関して、当社は一切責任を負い
ません。

●この取扱説明書につきまして、万一ご不明な点、誤り、記載漏れなどお気づきの点がありま
    したらご連絡ください。
●本製品およびこの取扱説明書に記載されている会社名および製品名は、各社の商標または登
録商標です。

http://www.ariaguitars.com/jp
NUX（ニューエックス）輸入販売元    荒井貿易株式会社

   〒464-0077 愛知県名古屋市千種区神田町12-2 荒井貿易株式会社 

保証規定

NUX（ニューエックス）　nuxaudio.com


